
令和８年死亡災害発生状況           長崎労働局 

（６月末現在） 
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※数値は昨年同期発生件数 

 

 

 

 

1 8.2 

男 

工事現場においてコンクリートブロックの敷設作業中、ド

ラグショベルでコンクリートホッパーを吊り上げ旋回した

ところ転倒し、3.6メートル下へ墜落したもの。 

建設業 
対 

 

馬 

作業員 掘削用機械 

20代 
2メートル以上から

の墜落・転落 

2 8.4 

男 

陸上で船の修理を行い、海へ戻すためクレーンで吊上げたと

ころ、クレーンが転倒し激突したもの。 

水産業 

対 

馬 

作業員 クレーン 

40代 激突され 

3 8.4 

男 

高速道路上の工事現場で警備業務後、規制区画内の移動のた

めトラック荷台付近に乗車していたところ、転落したもの。 

警備業 

諫 

早 

警備員 トラック 

40代 
2メートル未満から 

の墜落・転落 

4 8.6 

男 
荷を積んだ大型トレーラーダンプを運転中、緩やかな左カー

ブに差し掛かったところで走行車線を越え、反対車線側にあ

った建物外壁へ激突したもの。 

採石業 
佐 

世 

保 

運転手 トラック 

60代 交通事故（道路） 

 
合 計 

管  轄  署  別 業    種   別 

長 崎 佐 世 保 江 迎 島 原 諫 早 対 馬 製 造 建 設 
運 輸 

交 通 

農 林 

水 産 
商 業 そ の 他 

令和 8年 4  1   1 2  1  1  2 

令和 7年※ 7 4 2    1 2 2  1  2 


